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水道（下水道）料金の減収傾向

施設の老朽化・耐震性の不足

職員数の減少・高齢化

日本の上下水道事業を取り巻く状況と課題
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年間給水量 給水人口

（億㎥）（百万人）

ピークは

1997年

ピークは

2010年

明石市では

2013年以降は増加

給水量は明石市

でも減少傾向

（出典）水道統計を基に算出

※ 上水道・簡易水道・専用水道 合計
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家庭用10㎥当たりの水道料金（1ヶ月）
明石市では
1,012円（円）

（出典）水道統計を基に算出
※ 上水道事業
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年度別施設事業費及び配水施設費

配水施設 施設事業費

（億円）
貯水施設

1%
取水施設

2%
導水施設

2%

浄水施設
15%

送水施設
4%

配水施設
71%

その他
5%

資本的支出 施設別事業費（令和3年度）

総事業費
1,142,226百万円

（出典）水道統計を基に算出 （出典）水道統計を基に算出
※ 上水道事業 ※ 上水道事業
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管路更新率と経年化率（％）

管路経年化率 管路更新率

0.94

22.1

6.3
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（出典）水道統計を基に算出

（％） （％）

明石市
2021年（令和3年）度末
管路経年化率 33.3％
管路更新率 0.51％

※ 上水道事業
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管路の耐震化率及び基幹管路の耐震適合率（％）

耐震化率 耐震適合率（基幹管路）
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（出典）水道統計を基に算出
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明石市
2021年（令和3年）度末
管路の耐震化率 12.4％
基幹管路耐震適合率 69.7％

※ 上水道事業
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上水道事業 職員数

正規職員 臨時・会計年度職員

69,348人

42,783人

（出典）水道統計を基に算出
※ 上水道事業
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日本の上下水道事業を取り巻く状況と課題
水道（下水道）料金の減収傾向

水道（下水道）経営の独立採算の確保

施設の老朽化・耐震性の不足
施設の更新・耐震化、規模の適正化

職員数の減少・高齢化
人員・人材の確保、民間活力の活用


